
Ⅰ、はじめに

今年度（H 30年度）より施行する保育所保育指針・
幼稚園教育要領・幼保連携型認定こども園教育・保育要
領に示された「幼児期の終わりまでに育ってほしい 10

の姿」は今回の改訂の重要なポイントであり、項目 10

「豊かな感性と表現」では「・・・表現する喜びを味わ
い、意欲をもつようになる。」と結ばれている。関西女
子短期大学保育学科では、ピアノ演奏技能を子どもたち
の表現活動を多様に展開するため必要なものと位置づ
け、「ピアノⅠ」「ピアノⅡ」「ピアノⅢ」「ピアノ演奏研
究」と 2年間学び続けることのできる科目設定にしてい
る。
子どもたちが生活の中で自由に表現し、保育者や仲間
がそれを受けとめる保育のあり方を考えたとき、今の保
育現場において最も身近な楽器であるピアノの音や響き
が、その表現をより豊かなものにするに違いない。
しかし、ピアノやそれ以外の楽器にほとんど触れたこ
とのない学生が 2年間の学習で子どもたちに適正な音楽
環境を準備するための技能を身に付けることができるの
だろうか。保育者を志す者の多くは我々教員同様このこ

とに不安を感じている。この不安を少しでも解消するた
めに本保育学科では 2011年度入学生から入学前ピアノ
教育を実施している。本稿では、保育学科における入学
前ピアノ教育と入学後のピアノ学習プログラム接続に着
目し、その実状や今後の課題について検討した。

Ⅱ、保育学科におけるピアノ授業の概要

40名程度を 1クラスにし初級者グループと中／上級
者グループに分けている。学生は個人レッスンを 15分
（ピアノ室：個室 30室）、グループレッスンを 40分
（ML＝Music Laboratory 教室：デジタルピアノ 46台設
置）受講し、グループレッスンは 90分の前半がピアノ
演奏レヴェル初級者、90分の後半は中／上級者が受講
する。すなわち、初級者 A は前半 40分間 ML 教室で
グループレッスンを受講し、後半 45分のうち 15分間個
人レッスンを受講する。中／上級者 B は前半 45分のう
ち 15分間個人レッスンを受講し、後半 40分は ML 教
室でグループレッスンを受講する。いずれも移動時間は
5分である。（資料 1）
「ピアノⅠ（必修）」「ピアノⅡ（必修）」「ピアノⅢ
（選択）」「ピアノ演奏研究（選択）」を置き、殆どの学生
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資料 2：副課題一覧表

資料 3：レッスン・シート
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が 2年間ピアノ授業を受講している。教材は教則本（バ
イエル、ブルグミュラー、ソナチネ、ソナタ）と子ども
の歌の弾き歌いである。子どもの歌は副課題一覧表（資
料 2）からそれぞれの力量に見合った曲を指定された曲
数課題とする。「ピアノ演奏研究」（2年秋学期）では個
人レッスン担当教員のアドヴァイスを拠りどころにし、
学生が各自の能力に応じた課題を選曲する。W. ギロッ
クや平吉毅州らの小品から F. ショパンや L. ベートーヴ
ェンの作品まで、授業最後の発表会に向けて暗譜で演奏
できるよう取り組む。
グループレッスンは専任教員、個人レッスンは非常勤
教員が担当するので、毎回の授業において指導内容等を
共有するため授業開始前に 20分程度打ち合わせをする。
学期終了時にもピアノ個人レッスン担当教員と専任教員
による 90分程度の連絡会議を実施している。個人レッ
スン担当教員は学生ごとのレッスン・ノートを用い、随
時書き込みながら活用する。学生はレッスン・シート
（資料 3）を用いてレッスン内容や毎回の成果を確認し、
計画的に練習に取り組めるよう工夫している。

Ⅲ、保育学科におけるピアノ入学前教育の実状

2012年度入学生からピアノ入学前教育を実施した。
入学試験合格者は申込はがきに、ピアノ学習経験の有
無、学習経験年数を記した上で、受講希望日（2012～
2016年は 12～3月で 4～5回実施していたが、2017年度
と 2018年度入学生においては 2～3月で 5回実施してい
る。いずれも 2時間である。）に をして返送。希望者
が全員受講できるよう、個人レッスン担当の教員を受講
者 5～6人に 1名配置した。
全くピアノなどの鍵盤楽器に触れたことのない受講者
は ML 教室でピアノを弾く際の姿勢、手指の形から始
まり、指番号、楽譜と鍵盤の中央ドの位置、といった入
門編をマスターした後、「ちょうちょう」「ぶんぶんぶ

ん」など右手ポジションが変わらないハ長調の平易な子
どもの歌を教材にした。

Ⅳ、入学前ピアノ教育と
入学後ピアノ学習プログラムの接続とその変遷

2016～2018年度入学生の入学時までのピアノ学習経
験年数を以下に示す。（資料 4：短大入学までのピアノ
学習経験）入学まで全くピアノなどの鍵盤楽器に触れた
ことのない学生は 25.08％（3年間の平均値）、また高校
2～3年の音楽の授業でピアノを学んだ学生は 35.33％で
ある。これらの学生を初心者と位置づけると、初心者は
60.41％となる。入学前ピアノ教育では特に初心者を対
象に教材を準備した。
次に入学前ピアノ教育の内容と入学後学習プログラム
の接続について述べる。

1、「ぶんぶんぶん」
毎年、入学前ピアノ教育の教材を吟味改訂している
が、何より受講者のピアノ（音楽）苦手意識を軽減し、
毎回のレッスンで 1曲でも 2曲でも「弾けた」と小さな
達成感を味わえるよう工夫した。
2017年度（入学生）は「ぶんぶんぶん」を右手メロデ
ィーと左手 1音での伴奏で、いきなり歌いながら弾いて
みたが、知っている曲であることと右手のポジションが
変わらないことで、特にストレスなく弾き歌いを完成さ
せた。
入学後のピアノ授業では意図的にヘ長調の「ぶんぶん
ぶん」を課題とした。これはハ長調・ヘ長調の調性を理
解し、違う音域で歌う「ぶんぶんぶん」を体感すること
で、音楽基礎力の習得を期待したもので、入学前ピアノ
教育から入学後へ接続した一例である。（譜例 1は最も
簡易な伴奏として著者が準備したもの。譜例 2は「幼児
のための音楽教育」45頁から引用したもの。）

資料 4：短大入学までのピアノ学習経験（アンケート）

16年度生 17年度生 18年度生 3年間の平均
人数 人数 人数 人数

全く未経験 36 33.0％ 30 23.6％ 16 18.6％ 27.33 25.08％

3ヶ月以上
6ケ月未満 9 8.3％ 12 9.4％ 4 4.7％ 8.33 7.45％

6ケ月以上
12か月未満 10 9.2％ 9 7.1％ 5 5.8％ 8.00 7.36％

1年以上
3年未満 16 14.7％ 30 23.6％ 20 23.3％ 22.00 20.52％

3年以上
6年未満 22 20.2％ 19 15.0％ 21 24.4％ 20.67 19.85％

6年以上 13 11.9％ 25 19.7％ 20 23.3％ 19.33 18.29％

回答なし 3 2.8％ 2 1.6％ 0 0.0％ 1.67 1.44％

計 109 100.0％ 127 100.0％ 86 100.0％
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2、手指の訓練
実際にピアノを弾くということは、楽譜に書かれた音
符の高さや長さを読み取り、5本の指それぞれが思い通
りに動き、しっかり鍵盤を捉え音を奏でていくというこ
とである。はじめて鍵盤楽器に触れる者は、今まで使っ
たことのない筋肉を駆使してこれらを同時に行わなけれ
ばならない。
この機能を育むために、入学前ピアノ教育においては
手指の運動として取り組んだ。ピアノを弾けるようにな
るのだろうかと不安な気持ちで参加している受講者も、
両手でどんどん弾き進んでいく体験に、次第に表情が緩
み期待が膨らんでいくように見えた。入学後のピアノ学

習をスムーズに進めるため、この練習を毎日取り入れる
よう伝えた。（譜例 3は標準バイエルピアノ教本巻末付
録より引用したもの。譜例 4は同巻末付録を参考に、著
者が指くぐり・指またぎのない練習曲にアレンジしたも
の。）
入学後は、スケール（ハ長調・ト長調・ニ長調・ヘ長
調・変ロ長調）を練習に用いている。指の独立と指くぐ
り・指またぎを習得できるよう、グループレッスンで継
続することにより、ほとんどの学生がある程度の速さで
弾けるようになっている。

3、読譜の壁
ピアノを弾こうとして最初にぶつかる壁は読譜であ
る。小学校の音楽授業で使用されている教科書には 5線
上の音符にド、レ、ミ…とカタカナで記され、読譜とい
う経験がない者も少なくない。世界共通の言語であるは
ずの音符を読むことができないままピアノに向かう。楽
譜にある音符を 1音ずつ眺め、何の音でどれだけの長さ
で弾けば良いのかを考えながらとなると、1曲を弾き終
えるまでに練習する気力も失せることだろう。

譜例 1

譜例 2

譜例 3

譜例 4

関西女子短期大学紀要第 28号（2018）

― ４２ ―



これらを改善する具体的な方策として、2017年度入
学生の補習クラスで『読譜カード』（資料 5）を導入し
た。各自読譜カードを活用して繰り返し根気よく読譜す
ることを義務付けた。ふたり 1組になって互いにカード
を見せ合いながらゲーム感覚で学んでいる。
カードを見る⇒音を認識する⇒鍵盤を弾く⇒自分が弾

いた音を聴いて確認する。音符を認識し瞬時に指が動く
と効率の良い練習につながり、読譜カードによる一定の
成果を得ることができる。

4、バイエル教則本
2012年度からバイエル教則本（3、4、5、6、7、9、

12、13、14、20、25、31、45、46、48、50、55、58）の
左手を著者がヘ音記号表記に変えた教材で学んでいる。
（バイエル教則本は 60番まで左手もト音記号で表記）し
かし、2011年度以前の入学生においては、（ピアノ経験
のない学生に）一般に出版されているバイエル教則本を
教材としていたため、左手がト音記号からヘ音記号に移
行する 61番あたりで戸惑う学生もいたと記憶する。初
心者にとってト音記号とヘ音記号を一度に理解し鍵盤に
移すことは難しいことに違いない。しかし、右手はト音
記号、左手はヘ音記号と頭と体に教え込むことで入学後
のピアノ学習にもスムーズに移行することができた。

5、入学後全員バイエルスタート効果の検証
保育学科では教則本と子どもの歌を教材の 2本柱にし

資料 5：読譜カード

ソ（表） ソ（裏）

ファ（表） ファ（裏）

資料 6：グレード表
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てピアノ教育を実践しているが、ここでは教則本を中心
に述べることにする。
2016年度以前の入学生は入学前ピアノ教育時のデー
タ（ピアノ学習経験年数と読譜力、ピアノ演奏能力）を
もとに、いわゆる初心者はバイエル 3番から、その他は
本学独自のグレード表（資料 3）を拠り所にして入学後
の開始曲（課題曲）を決定した。したがって、入学前ピ
アノ教育で学んだバイエル曲を復習しながらそれぞれの
能力に応じた課題を与えたことになる。2016年度入学
生においてバイエル 3番からスタートした学生は 113人
中 87名（77.0％）であった。ここで問題になったのは、
5歳からピアノを習いソナチネ程度は弾けると自負する
が、読譜力は非常に未熟な学生の課題設定である。結局
当該学生のプライドとモチベーションを重視し、ソナチ
ネ程度を課題とした。この学生に限らず、ピアノ学習経
験は長いが読譜力の他音楽的基礎力が身についていない
という学生は少なくない。youtube などの音源を利用し
たり、指導者の手元を参考にしたり、読譜は難解で面倒
な手続きだと思い込んでいる。本学でのピアノ個人レッ
スンは 15分と保育者養成校としては平均的なレッスン
時間である。しかし 15分程度のレッスンで、楽譜を読
もうとしないあるいは読めない学生にソナチネレベルの
楽曲をある程度演奏できるまで指導することは非常に困
難なことである。
我々はこの状況を改善し、楽譜を読み解き演奏するこ
とを第一義に考え、2017年度入学生からは全員バイエ
ル（3番）スタートと決定した。全員と決めたことで、
バイエルスタートでも各自のプライドやモチベーション
に特段障ることはないと考えた。ピアノ学習経験年数が
長く読譜力も身についている学生は毎回快調に合格（マ
スター）し、経験年数が長くても読譜力等に難がある学
生は、苦労しながら読譜という課題に向き合うことがで
きた。2016年度入学生と 2017年度入学生の学習成果確
認のため、1年秋学期の「ピアノⅡ」を単位修得できな
かった学生の割合を示すと、2016年度生は 21.62％（当
時の在籍人数 111人中 24人）、2017年度生は 1.56％
（当時の在籍人数 128人中 2名）と、全員がバイエル（3
番）からスタートする学習方法は大きな成果に結びつい
た。

Ⅴ、まとめ

読譜力が定着しない状況を改善するため、入学前ピア
ノ教育の機会に受講者全員に「読譜カード」の導入を考
えている。音符を見たら瞬時に指が反応するところまで
を入学前から入学後に引き続く課題とする。読譜の壁を
乗り越えた先に適切なテキストが待っていれば、これこ
そが最も効率の良いピアノ教育であろう。学生の資質や
学習傾向を充分理解した上で、保育士・幼稚園教諭養成
課程にふさわしい本学独自のテキスト作成をもうひとつ
の課題としたい。
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